
第１学年 国語科学習指導案 

 

 

 

 

１．単元名    つながりを読む  

教材名   「シカの落ち穂拾い」 

 

２．指導の立場 

（１）教材観 

 本教材は，宮城県牡鹿半島沖の島，金華山で，ニホンザルが樹上から落とした食物を，ニホンジカが採

食する行動（落ち葉拾い）に興味をもった筆者が，その日時・場所・天気や，シカが採食した植物，その

シカの頭数などについて観察し，研究した記録をまとめた文章である。 

 本文は「観察のきっかけ」「観察から分かったこと」「仮説」「仮説の検証」「考察」の５つに分けら

れ，そのまとまりごとに小見出しが付けられている。これらは，主に「事実」と「考え」に分類すること

ができる。小見出しで言うと，以下の通りである。 

  事実…「観察のきっかけ」「観察から分かったこと」「仮説の検証」 

  考え…「仮説」「考察」 

筆者は，事実を根拠にして，自分の「仮説」「考察」を書いている。内容を理解し，根拠を明確にした

記録の文章を作成するためには，小見出しごとに「事実」であるか「考え」であるかを整理することが必

要である。それぞれの内容の中には，事実と考えが混じっているものもあるため，文末表現や，全体の構

成などからそれらを見分け，理解を深めていきたい。 

 また，本教材では，図表が使用されている。図表によって，筆者が研究の過程を説明し，仮説と検証を

述べる上で，読者の理解を助けるようにしている。この図表の役割を捉えることも，学習において重要な

点となる。まずは，本文が図表中のどの部分に対応しているのかを具体的に把握し，図表と本文との対応

関係を適切につかませたい。そして，その図表を提示した作者の意図やその効果について理解し，図表を

用いた記録の文章の作成に生かしていけるようにしたい。 

 

（２）児童の実態（男子１５名 女子１７名） 

 学級の様子としては，明るく，素直な生徒が多く，苦手なことがある仲間に対しても厳しく責めず，とも

に目標に向かって声を掛け合って努力しようとする雰囲気がある。 

しかし，学習に関しては理解に時間がかかる生徒が多い。４月に行った，小学校の学習内容をもとにした

実力テストの国語科の成績は，３２人中７人の生徒が３０点以下という結果であった。０点，２点といった，

支援を必要とし，１人では学習が成立しづらい生徒も２人いる。 

平成２３年度の学力状況調査においては，説明文の分野で，「展開を確かめながら内容を捉える」ことが

苦手であるという結果が出ている。本教材は記録の文章であり，事実と意見を分けて捉えるという点から，

記録文と説明文を類似したものと捉えると，この点について指導の際には留意する必要がある。 

その観点から本学級の生徒の実態をみたとき，１学期の「ダイコンは大きな根」「ちょっと立ち止まっ

て」で説明文の学習に取り組んだ際には，次のような学習の様子が分かった。 

 ・ワークシートを用いたとき，事実を整理することができる生徒が多い。 

・図と文章とを関わらせて，事実を正確に読むことができる生徒が多い。 

 ・文章の構成について理解している生徒は少ない。 

日時 ：平成２４年１０月１９日（金） 
授業者：横山大祐 
場所 ：１年Ｆ組教室（南舎３Ｆ） 



２つの単元において，「内容を捉える」ことに対しては，支援した生徒も含め，３２人３１人がワークシ

ートに事実を書くことができた。しかし，「展開を確かめる」ことに対しては，それぞれ，構成を理解して

いた生徒は約半数であった。 

 こういった実態をもとに，本単元での単元指導計画を立てた。 

 

（３）指導観 
本単元で特に重視したい学習指導要領の「読むこと」に関する１年生の目標と内容は，次の通りである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 これを受けて，特に重視したい単元の目標を，以下のように設定した。 
◎記録の文章の特徴とその効果を理解させる。                 （読む エ） 

○全体の論理展開を押さえたうえで，それぞれのまとまりごとの内容を理解させる。（読む イ） 

○学習した内容を生かし，図表を効果的に用いて，自分についての記録を書かせる。（書く ウ） 

なお，本単元での５つの言語意識を，次のように設定した。 

 

 

 

 

 

 

３．部会テーマに関わって 

 

 

 

 

 ①必然性のある課題と単元構成の工夫 

 単元の導入では，「実力を伸ばすための部活動についての記録文」を単元出口の言語活動として位置

づけた。第１時でその実例を示し，毎時間の読み取りが記録文を書くための方法を知るために必要な内

容とする。毎時間の課題も，「記録文を書く」ためのものとすることで，生徒が必然性をもって学び，

学んだことが記録文に生きるようにした。 

②個への援助の工夫 

読み取りにおいては，２種類の支援が必要になると予想される。１つは，図表の内容を読み取ること

が難しい生徒への支援である。もう１つは，図表の効果が理解できない生徒への支援である。前者に対

しては，例えば図の場合には縦軸と横軸の意味を明記する、といったヒントカードを準備する。後者に

対しては，図表が文字で表された場合の例を載せたヒントカードを準備する。これらのヒントカードに

よって，１人では学習が成立しづらい生徒も言語能力の高まりを感じられるようにしたい。 

 

明日に生きる言語能力の育成 
～言語能力の高まりを実感する言語活動の充実を通して～ 

〈目標〉 
 目的や意図に応じ様々な本や文章などを読み，内容や要旨を的確にとらえる能力を身に付けさせ

るとともに，読書を通してものの見方や考え方を広げようとする態度を育てる。 
〈内容〉 
読む－イ 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，目的や必要に応

じて要約したり要旨をとらえたりすること。 
   エ 文章の構成や展開，表現の特徴について，自分の考えをもつこと。 
書く－ウ 伝えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書くこと。 

目的意識…部活動についての実力を向上させるため，記録の文章を書いて交流する 
相手意識…学級（可能な場合は同じ部活動）の仲間 
場面意識…記録文の交流会でグループになって交流する 
方法意識…図表を用いた記録文を書き，発表する 
評価意識…感想を交流し合う 



③単元終末の活動を生かした構成の整理 

 単元の出口の活動として記録文を書くことを設定したことで，記録文の読み取りの際には，内容だけで

なく，記録文としての構成や工夫を読み取る必然性ができた。構成に関しては，読み取りの際に「事実」

「内容」を整理し，改めて自分で文章を書くことで，記録文の構成についての理解を深めることができる

と考えた。 

④指導事項の整理 

   言語活動の充実のためには，全体の指導計画の中で，いつ，どのような指導を位置づけることができ

るかを整理することが必要であると考えた。そこで作成したのが，指導事項整理表である。これによっ

て，単元を貫く課題や，毎時間の学習活動がどの指導事項と関わっているのかを確認しながら，見通し

をもって単元の指導ができるようにした。 

 ⑤家庭学習と授業との関連 

  学習活動を効果的に行うために，家庭学習と授業との関連を図った。具体的には，事前の準備がある。

単元に入る前に，出口の活動で使用するための部活動の記録を取った。また，文章の読み取りに入る前

には，辞書で難易語を調べておくことで，内容理解を助けるようにした。 

  その際に配慮したのは，個に応じた家庭学習を設定することである。例えば難易語を調べる際には，

その範囲を必要最低限の範囲とするか作品全体まで広げるかを選択させ，支援の必要な生徒には，難易

語を教師側から提示した。 

 

４．単元の指導計画と評価規準について 

（１）言語活動 

指導事項 イ 文章と図表などとの関連を考えながら，説明や記録の文章を読むこと。 

言語活動 図表を用いた部活動の記録文を書く。 

（２）単元指導計画（全６時間） 

次 時 ねらい 主な学習活動 評価・留意点 

１ １ 全文を読み，シカ

の「落ち穂拾い」

の概要を知り，記

録文の特徴をつか

むとともに，学習

内容の見通しをも

つことができる。 

・人の「落ち穂拾い」について知る。 

・全文を音読する。 

・シカの「落ち穂拾い」の概要をつかむ。 

・物語との比較を通して，記録文の特徴をつかむ。 

・単元を通しての学習内容や単元の出口の活動を確

認し，学習計画に見通しをもつ。 

物語との比較を

通して，記録文

の特徴を理解し

ている。 

【読む－エ】 

２ 「観察から分かっ

たこと」を読み，

筆者が図表を使っ

た意図やその効果

について，自分の

考えをもつことが

できる。 

・単元の出口の活動と記録文の特徴を確認する。 

・「観察して分かったこと」を音読する。 

・筆者が調べて分かった事実を整理する。 

・文章のみで書かれている場合や，図のみで書かれ

ている場合と比較することを通して，筆者の意図

や図表の効果について話し合う。 

・次時の学習の見通しをもつ。 

筆者が図表を使

った意図やその

効果について，

自分の考えをも

っている。 

【読む－エ】 

３ 「仮説」「仮説の

検証」「考察」を

読み，小見出しご

とに事実と意見と

を読み分けるとと

もに，記録文の特

徴をまとめること

ができる。 

・単元の出口の活動と記録文の特徴を確認する。 

・事実か考えかを確かめながら，「仮説」から「考

察」までを音読する。 

・内容を整理する。 

・小見出しごとに事実と意見とを読み分ける。 

・全体の構成を捉え，記録の文章の特徴をまとめ

る。 

小見出しごとに

事実と考えとを

読み分けて，整

理することがで

きる。 

【読む－イ】 

【
本
時
】 



２ ４ 記録文の構成や効

果的な書き方を確

認し，構成に沿っ

て実例を挙げなが

ら記録文の文章部

分を書くことがで

きる。 

・第１時～第３時までの学習を振り返り，記録文の 

構成や，効果的な書き方について確認する。 

・教科書Ｐ２５５『資料の工夫』を読み，図表の使

用の仕方について見通しをもつ。 

・記録をもとに，実例を挙げながら，事実と考えを

整理して文章を書く。 

・中間交流をし，構成の通りに書けているか，実例

が挙げられているかなどを確認する。 

・文章を推敲し，記録文の文章部分を完成させる。 

構成にそって， 

て，実例を挙げ

ながら部活動に

ついての記録文

を書いている。 

【書く－ウ】 

５ 文章の内容をより

分かりやすく伝え

るための図表を考

えて，記録文に対

応させた図表を作

成することができ

る。 

・教科書Ｐ２５５『資料の工夫』を読む。 

・自分の記録に合わせて，手書きかパソコンかを選

択し，図表を作成する。 

・中間反省をし，文章と図表が適切に対応している

か，図表があることで文章が分かりやすくなって

いるかなどを確認する。 

・図表を用いた記録文を完成させる。 

文章をより分か 

りやすくするた

めの図表を考え

て，記録文に対

応した図表を作

成している。 

【書く－ウ】           

６ 図表の使い方や根

拠の明確さに着目

して，仲間の文章

を評価することが

できる。 

・図表の使い方や根拠の明確さが交流の観点である

ことを確認する。 

・グループになって記録文を読み合い，お互いの文

章を交流する。 

・記録文を書くことのよさについて話し合う。 

・単元の学習を振り返り，自己評価をする。 

図表の使い方や 

根拠の明確さに

着目して，仲間

の文章を評価し

ている。 

 【書く－オ】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



５．本時のねらい 
「観察から分かったこと」を読む場面で，文章と図表を対応させながら読み，図表の効果について考えるこ

とで，図表があると，文章だけで書かれた時よりも多くの事実を伝え，より文章を分かりやすくさせられる

ことが分かる。 

 

 ねらい 学習活動 支援・援助 

つ

か

む 
 
 
 
 
 
 
 
考

え

る 
 
 
 
深

め

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

と

め

る 

・前時までの学習を

振り返り，単元の

出口の活動を意識

することができ

る。 
・本時は，図表を使

うことが記録文に

どのような効果を

もたらすか考えれ

ばよいことが分か

る。 
 
・音読をして全体で

話し合うことで，

書かれている事実

を確認することが

できる。 
・個人で図表の効果

について考えるこ

とで，図表を使う

意味について自分

の考えをもつこと

ができる。 
 
 
 
 
・全体交流をするこ

とで，図表の効果

についての考えを

深めることができ

る。 
・本時の学習内容を

振り返り，課題に

対する答えを明ら

かにすることがで

きる。 

１．前時を振り返り，単元の出口の活動や記録文

の特徴を確認する。 
・記録文には図表が使われていた。 
・図表があると分かりやすいと思う。他にはど 
んなよさがあるのだろう。 

２．課題化する。 
・「観察から分かったこと」から考えよう。 

 
 
 
３．書かれている事実を確かめるために音読を

し，全体で確認する。 
・筆者は３００日で４７回観察している。 
・３月から５月の春に集中している。 
・１６種２２品目の植物を採食している。 

４．文章と図表を関連させながら読み，図表の効

果について個人追求をする。 
図１ ＝ 時期…３月～５月の春に集中 
＜図の効果＞ 
 ・春だけでなく，他の季節の割合も分かる。 
 ・春だけが突出していることが分かる。 
表１ ＝ シカ…１６種２２品目の植物を採食 
＜表の効果＞ 
 ・２２品目が具体的にどんな植物か分かる。 
 ・文章では書けない細かいことまで表せる。 
５．図表の効果について全体交流をする。 
・図表があると，文章だけのときよりもたくさ 
んの事実を表せるので，内容が詳しくな

り，文章全体が分かりやすくなる。 
６．本時のまとめをする。 
 
 
 
・自分も記録文を作る時には効果的な図表を考

えて使ってみよう。 

・掲示物を利用することで，単元の

出口や本時の位置づけを確認した

り，記録文の特徴についても想起

したりできるようにする。（研

①） 
・前時の学習内容を振り返り，筆者

の記録をもとに書かれた文である

ことを確認し，本時では観察した

結果が図表とともに示されている

ことを確認する。 
 
・書かれている事実を整理し，どの

図表と対応しているかを確認す

る。 
・プロジェクターを使って図表を拡

大し，後の交流で効果を指摘しや

すくする。 
・ワークシートを配布し，文章と図

表がどのように関わり合っている

のかを関連付けながら図表の効果

をまとめられるようにする。 
・図表の内容や効果が読み取れない

生徒には，図表の意味を説明した

ヒントカードや文章で書かれた場

合を表すヒントカードを配布し，

内容を理解できるようにする。

（研②） 
・文章だけで書かれた場合と，図だ

けで書かれた場合の例を提示する

ことで，文章と図表を関連させて

まとめることの大切さを捉えさせ

る。 
 
 評価規準    【読む－エ】 

図表があると，文章だけで書か

れた時よりも多くの事実を伝

え，より文章を分かりやすくさ

せられることが分かる。 

（ノート・ワークシート） 

図表があると，文章だけで書くよりも多くの

事実を伝え，文章を分かりやすくすることが

できる。 

文章と図表との関わりを読み取り，図表の

よさを考えよう。 



１年生単元指導計画 

単元名 つながりを読む 
教材の特性 

・小見出しがあり，事実と意

見を整理されている。 

・図表が使われている。 

言語

意識 

相手 目的 場面 方法 評価 

教材名 シカの落ち穂拾い 
学級（可能な場合は同じ

部活動）の仲間 

実力を向上させるため，部活

動の様子について交流する 

記録文の交流会でグルー

プになって交流 

図表を用いた記録文を書

き，発表する 
感想を交流し合う 

言語活動 
活動 図表を使った部活動に関わる記録文を書き，仲間と交流する 

単元を貫く課題 部活動の実力を向上させるために，部活動の様子をまとめ，仲間と交流しよう 

   次 1   2   
   時 1 2 3 4 5 6 

指

導

事

項 

Ｃ

読

む

こ

と 

語句

意味 
ア 文脈の中における語句の意味を的確にとらえ，理解

すること 
○ ○ ○    

文章

解釈 

イ 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見な

どとを読み分け，目的や必要に応じて要約したり用紙

をとらえたりすること 

 ○ ○    

ウ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，

内容の理解に役立てること 
      

考え

形成 

エ 文章の構成や展開，表現の特徴について，自分の考

えをもつこと 
○ ○ ○    

オ 文章に表れているものの見方や考え方をとらえ，自

分のものの見方や考え方を広くすること 
      

読書

活用 

カ 本や文章などから必要な情報を集めるための方法

を身に付け，目的に応じて必要な情報を読み取るこ

と。 

      

Ｂ

書

く

こ

と 

記述 
ウ 伝えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ち

を根拠を明確にして書くこと 
   ○ ○  

交流 
オ 書いた文章を互いに読み合い，題材のとらえ方や材

料の用い方，根拠の明確さなどについて意見を述べた

り，自分の表現の参考にしたりすること 

     ○ 


